
2023 年 6 月 1 日 

 

学校法人明昭学園 岩倉高等学校 対話型人工知能（AI）利用ポリシー 

 

学校法人明昭学園 岩倉高等学校 

校長 森田 勉 

 

チャット GPT（※）をはじめとする対話型人工知能（AI）は、急激なスピードで社会に普

及しつつあり、今後は教育機関でも広く利用されていくことが予想されます。それらが持つ

有用かつ迅速な文章作成能力と情報提供能力は、社会の発展に大きな期待が持たれる一方、

使い方を誤ると学校の教育活動に大きな支障が生じる可能性も否定できません。 

 学園においても、教職員や生徒による利用が今後ますます増えてくることが予想されます。

不用意な利用が教職員の業務や生徒の成長への悪影響、ひいては法令違反や紛争等に発展す

ることを未然に防ぎ、安心安全な利用に資するため、このポリシーを策定しました。 

（※）チャット GPT（Generative Pre-trained Transformer） 

  人工知能（AI）を使った対話型（質問～回答）のチャットサービス。保存された 

Web 上の大量なデータをもとに学習する文章・映像等の自動生成モデル。 

     

 

≪私たち（教職員及び生徒・保護者）の 5 つのポリシー） 

 

１．利用目的、主体的な利用 

私たちは、対話型人工知能（AI）から得られる情報が教育活動の補完であることを十分 

に認識し、自らの成長と教育の適正化のために主体的に利用します。 

２．正確性の確認、責任 

私たちは、対話型人工知能（AI）から得られた情報の適正な評価と正確な理解・確認に 

努めるとともに、自らの判断・行動に責任を持ちます。 

３．プライバシー等の保護 

私たちは、法令違反や不用意な紛争を未然に防止するため、対話型人工知能（AI）の利 

用に際しては個人情報や業務情報の取り扱いに最大の注意を払います。 

４．啓発、共有 

教職員及び保護者は、生徒に対し、対話型人工知能（AI）が人間的成長を促すための知 

恵の一つであることを継続的に啓発・サポートし、生徒も十分にこれを理解します。 

５．問題把握、対応 

学園は、教職員及び生徒・保護者その他関係者からの利用状況等に関する情報の把握に 

努め、社会への普及に伴う諸問題に対して必要な措置を講じます。 

 

このポリシーは、必要に応じて適宜改訂します。 
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